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新しい道路の建設は地域の総合開発紀直結するのは奮う業でも

ないがその耕しいカッティングの境出は地質象にたいへん貴重

な情報を提供してくれる.これによって(地質学上)のイン

チキ仕寮が崩れ妻っわ)溝気的な発兇をすることはしば〕麦で

ある,

ここは三陸海岸の南端牡鹿準島サップ･グリｰンのな淀ら

かな山波の牢に次序に新しい道路が切り開かれてい馨､剣ま

この露頭本誌附153の表紙ぽ掲げた櫓曲を走向方向ぽ約300エユユ

北側に遺跡し液地点に蕗紀る｡層準からみるを3㈱艦下位であ

る｡鴛斜滅尖榔花項部を持つのに対し向斜は翼の闘いた形を

示している,険醐の櫓触と併せ考えると砦初の｡o篶醐一

tricfo漉がさらに横広カを受けて1〕ユ｡湿さ凄れ§三鴛洲鮒乏y蝉

の摺曲に至った過程を予想させる蜆

かつて昔の地質学者か櫓曲をよりどころに地球収縮説を増え

たように多くの場合褐曲と横圧力は切離昔ない､牡鹿半島で

も摺曲に伴う小規模な逆断層セットから空庇カが水軍方剛ご作

用したことを推察できる.ところが水軍圧縮は地殻例二昇ブ

1コックが側方への押出よって生む副次的でより讃騒部の現象熔過

ぎないとし昇降運動の本源性を説く学煮もいる｡摺鵜運動の

要因は今後解明さるべき大きな課題のひとつで熟葛､
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飯塚進化3名:地震探査による岩手県水沢付近の地下構造

五十嵐昭明･横田節哉1北海道ニセコ火山東部地域の篤四綻鉱化
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